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FUJITSUファミリ会をもっと楽しく活用していただくための
さまざまな情報をご提供します。NEW FAMILY

（11～12月度ご入会分）

 　特集「なぜ企業はIoTに向かうのか」はいかがでしたか。

　「IoT（Internet of Things）」という捉えどころがない言葉が各所から聞かれ始

めた2015年。「いったいM2Mとどう違うの？」「ビッグデータとのつながりは？」と

いう疑問からテーマが決まりました。

　巻頭言では、東京大学教授の森川博之氏に取材し、これまでのM2MからIoTの

世界に向かった背景やIoTの本質、また、もたらされるコト・モノを多くの例を使って

ご紹介。「ちょっとしたアイデアへの探求心」「理解し合える協働者」が次世代のビ

ジネスのキーになると示していただきました。

　また活用事例では、ロボット産業より歩行者のための電動カート「ロボットア

シストウォーカー RT.1」、社会基盤より郡山市のマンホールセンサーによる災害

対策への活用、情報とモノ、個と社会を結ぶ重要な活用例としてご紹介してい

ます。

　さらに考察できたことは、従来のビジネスの維持とビジネス変革では、組織の在

り方、対応する部門・人材も違うということです。これからのIoTビジネスにおいて

は、双方を企業の両輪として展開していくことが必要になっていくことでしょう。

　

　本特集が、企業規模を問わずビッグデータの活用を模索する企業が多いという

現状、IoTの世界を捉えることで、次世代のビジネスのヒントとして少しでもお役に

立てば幸いです。

　最後に、ご多用の中、取材に快く応じていただいた皆さまに心から御礼申し上げ

ます。

　会報Family編集委員から
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Family 368号「クロスワードパズル」への
たくさんのご応募ありがとうございました。
下記を含め正解者82名の方には、記念品の
発送をもって発表に代えさせていただき
ます。

正解者（お名前またはペンネーム）
●渥美 貴裕 様　㈱ユニバンス （静岡県）

●まちゃる 様　㈱システム・ビット 沖縄支社 （沖縄県）

●望月 義弘 様　㈱東海ソフトウェア （静岡県）

●池田 弘志 様　㈱茨城富士 （茨城県）

●Switch 様　㈱エーシーエス （栃木県）

●鈴木 由紀夫 様　静岡コンピューターサービス㈱ （静岡県）

●石井 信雄 様　藤井通信工業㈱ （大阪府）

●鵜沼 克繁 様　オー・ジー㈱ （大阪府）

●川口 博史 様　アイコム㈱ （大阪府）

●中野 聡 様　モリ工業㈱ （大阪府）

●なわなわ 様　中日運送㈱ （愛知県）

●石田 志信 様　㈱北陸電算サービス （福井県）

●近藤 利昭 様　㈱マキヤ （静岡県）

●しん 様　㈱フードリエ （大阪府）

●藤野 茂 様　㈲おしまライフサービス （北海道）

●まるみ 様　協和ファーマケミカル㈱ （富山県）

●麟太郎 様　新潟冷蔵㈱ （新潟県）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか（全82名）
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　2016年度　全国行事開催予定

表紙のことば 
（世界の橋シリーズ）

高松市の中心部から車で7分ほど、栗林（りつりん）公園の中にある最も大きな

橋。美しく反った木製の橋が湖面に映る姿は、弓張り月（三日月）とその影のよ

うにも見え、名前の由来となった。庭園として国の特別名勝に指定されており、

仏の有名観光ガイドブックから「わざわざ旅行する価値がある」と評された。

四季折々に変わる景色が見事だが、春の桜は格別。最近は見ごろの時季にライ

トアップのイベントがあり、幽玄の世界も楽しめる。

偃月橋（えんげつきょう）

香川県高松市

LS研究委員会
マネジメントフォーラム

本フォーラムでは、日々悩みを抱えるリーダー同士が業種の枠を超え
て課題を共有し合い、腹を割って論議することで、ビジョンや目指す
べき方向を明らかにし、具体的な施策への落とし込みを目指します。
他社・他業種との情報・意見交流を踏まえ、自社の強み・弱みを再
確認するとともに、これまでにない気づきや明日へのヒントを得られ
る場としてご活用いただいております。

開催日：2016年5月20日（金）
開催場所：帝国ホテル（東京）
内容：式典（2015年度論文表彰）、記念講演、懇親会

主催：情報システム・ユーザー会連盟（FISA）
開催日：2016年10月12日（水）
開催場所：きゅりあん（東京／品川）

開催日：2016年11月10日（木）、11日（金）
開催場所：北陸支部 石川県金沢市
内容：記念講演、特別講演、懇親会、オプション行事

テーマ：「ビジネスに貢献するICT部門を目指して」
　　　　～最前線のリーダーが、今、何に取り組むべきか～

開催日程：2016年2月4日（木）～5日（金）
開催場所：湘南国際村センター
　　　　　http://www.shonan-village.co.jp/

エントリー開始：2016年4月中旬
エントリー締切：2016年7月29日（金）
原稿提出締切：2016年9月30日（金）
審査結果発表：2017年2月上旬

〈第1回：ベトナム（ホーチミン）〉
実施時期：2016年6月14日（火）～18日（土）[3泊5日]
募集人員：30名（最少催行人数15名）

〈第2回：選定中〉
実施時期：2016年10月頃を予定　募集人員：30名程度

開催日：2016年6月9日（木）
開催場所：ホテルグランパシフィックLE DAIBA（東京／台場）
内容：2015年度研究分科会の成果発表、特別講演、
　　　懇親会（表彰式）

・本音でのディスカッションができてよかった。
　得られた情報は新たな気づきとして今後の活動に活かせる。
・情報システム部が置かれた状況を考えるのに非常に参考になった。
・討議の過程で得た情報は、非常に役に立つ情報も多かったと思う。
・LS研に共通して言えることだが、他社様のエネルギー（やる気）を
　非常に感じることができた。

開催日：2016年5月19日（木）、20日（金）
開催場所：東京国際フォーラム
5月19日（木）に2015年度入賞論文の発表を予定

■春季大会

■第37回システム監査講演会

■秋季大会

■開催概要

■2016年度 論文募集

■海外セミナー

■LS研総合発表会2016

富士通フォーラム2016

● 参加者の声 ●

じることができた。
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